
（別紙３）

○事業所名 エンジョイステップ

○保護者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 34名 （回答者数） 14名

○従業者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年12月10日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 支援プログラムの見直し、強化を定期的に行っている。
従業員がそれぞれご利用者様が楽しんで取り組むことが出来る

よう考えプログラムを組んでいる。
マンネリ化しないよう工夫を行っている。

利用者様の要望を聞き取り、支援プログラムに反映をしてい
き、よりご利用者様が主体的に取り組む事のできるもの

にしていく。

2 利用者様や保護者様のニーズや課題が分析し、個別支援計画の
作成を行っている。

利用者様や保護者様のニーズの聞き取りや課題の分析を丁寧に
行っている。

利用者様のそれぞれの強みを生かすことができるように
努めている。

従業員一人一人が専門性を高めていくとともに、利用者様と
保護者様に寄り添い、必要な支援を考えていくことができる
ようにしていく。

3 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定
を発信している。

活動予定・活動内容を毎月HUGと
お便りでお伝えしている。

活動記録を定期的に更新し、毎月１～２回
インスタグラムの投稿し、ご利用者様の様子を見て頂けるよう

に努めている。

ご利用者様や保護者様に更に喜んで見て頂けるような
内容や動画を発信できるようにしていく。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 放課後児童クラブや児童館との交流、
地域の他のこどもと活動する機会を提供できていない。

地域のこともたちと交流する機会を
設けることができていなかった。

交流する機会を検討を行う。

2 保護者同士の交流の機会やきょうだい同士の
交流の機会が少ない。

ご利用者様本人への支援に重点を置いて取り組んでいた。
結果として保護者様同士の交流の機会やきょうだい同士の

交流の機会を設けることが難しかった。

年1回保護者会を開催しているので、
保護者様やきょうだい様のつながりになるような

内容を検討していく。

3 家族支援プログラムや家族なども参加できる
研修会や情報提供の機会。

会社では研修会などを開催していおりますが、
事業所では行えていない。

年1回保護者会で個別相談を受ける時間を設けており、
継続して情報提供を行う。

今年度より、保護者参観を実施。今後も定期的に開催し、情
報提供の場にしていきたい。

また保護者様のニーズを分析し、研修会開催を検討する。

事業所における自己評価総括表公表


